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〈凡例〉 
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 ＊原本によるものは、つとめて画像公開されているものとし、DOI（デジタルオブジェ

クト識別子）を記した。たとえば「DOI: 10.20730/200016217」と書かれている場合、

「https://doi.org/」のあとに「10.20730/200016217」を付けて URL 検索すれば、目的

の資料が閲覧できる。＃以下の数字は、コマ番号である。 
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◇第二章 

第１節 
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p.85-86：『慰草』：『徒然草古注釈集成』、吉澤貞人編、勉誠出版、一九九六年、pp.781-782 
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p.89：『悟道弁』：北海道大学蔵、DOI:10.20730/100240183、#27 
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p.100：『太平記』：日本古典文学大系 35『太平記 二』、後藤丹治・釜田喜三郎校注、岩
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◇第三章 
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出版、二〇〇七年、p.120 

p.141：〔蕪村句〕：『蕪村全集』巻一、尾形仂・森田蘭校注、講談社、一九九二年、p.216 
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◇第四章 

第１節 
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究』第五三号）、川平敏文著、二〇〇八年、p.60 
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p.163：『秘伝抄』：前出に同じ、p.61 
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p.169：『小僧指南集』：国文学研究資料館蔵、DOI：10.20730/200012460、＃3 
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文学編』第四四号所収）、吉澤貞人編、二〇〇一年、p.74 
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一〇版、p.131 
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p.181：『徒然草大全』：国文学研究資料館高乗勲文庫蔵、DOI：10.20730/200016338、#30 

p.182：『徒然草大全』：前出に同じ､#30-31 

p.183：『諸抄大成』：吉澤義則編、立命館大学出版部、一九三一年、p.260 
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p.227（3 行目）：『芸園鉏莠』：九州大学雅俗文庫蔵、11 丁表 

p.227（6 行目）：『芸園鉏莠』：前出に同じ、14 丁表～裏 



p.229：『駿台雑話』：森銑三校訂、岩波文庫、一九九六年第 7 刷、pp.181-184 
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p.235：『玉塵抄』：『玉塵抄（７）』（抄物大系・別巻）、勉誠社、一九七一年、p.98 
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〇一年第一〇版、p.5 
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九六七年、p.25 

p.245：「徒然草に兼好を聞く」：前出に同じ、p.26 

p.246：「吉田兼好」：復刻版『文学界』第一号、日本近代文学研究所、一九六三年、

p.7 

p.247：『文学界前後』：『文学的回想集』（現代日本文学全集 97）、筑摩書房、一九

五八年、p.202 

p.248：『よもぎふ日記』：『樋口一葉全集』第三巻（上）、筑摩書房、一九七六年、

p.229 

第２節 
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p.252：大和田建樹『修辞学』：国立国会図書館蔵、DOI:10.11501/864856、#8 

p.253：内海『徒然草評釈』：明治書院、一九一二年第四版、pp.1-2 

p.254：内海『徒然草詳解』：明治書院、一九四九年修正五三版、p.1 

p.255：袖珍文庫本『徒然草』：『つれつれ草／それそれ草』（袖珍文庫・第二二編）、

三教書院、一九一〇年、pp.1-2 

p.255：『徒然草講話』：『徒然草講話』、国立国会図書館蔵、DOI:10.11501/982601、

#16 
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